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■景気刺激策を背景に内需が持ち直し 

フィリピンの 2022年 4～6月期実質 GDP成長率は前年

同期比＋7.4％と、前期の同＋8.2％から減速した。春以降

の物価上昇を背景に、家計の購買力が下押しされ、GDP

の約 7 割を占める個人消費は前年同期比＋8.6％と前期

（同＋10％）から伸びを鈍化させた。 

7 月以降、政府が最低賃金の引き上げや現金給付（教

育費を支払えない家計に対し 4,000 ペソの支給等）といっ

た経済支援策を打ち出したことで、個人消費は持ち直しの

動きをみせている。マニラ首都圏の新型コロナに関する活

動規制は、5 段階の警戒レベルで最も緩い「1」が 6 ヵ月以

上続いていることも消費活動の回復を支えている。小売・

娯楽施設の人出はコロナ禍前を大きく上回っており、9 月

の新車販売台数はコロナ禍以降で最高水準となった（右上

図）。また、家計の主要な所得源のひとつである在外フィリピン人からの送金額も増加傾向を維持している。7

月の米ドル建受取額は前年同月比＋2.3％と 18 ヵ月連続でプラスとなり、コロナ禍前の額を上回った。雇用環

境も改善しており、8月の失業率は 5.3％とコロナ流行後の最低水準を更新している。内需拡大を背景に企業の

生産活動も堅調である。9月の製造業 PMIは 52.9 と前月から 1.7ポイント改善し、景況感の分岐点となる 50を

8 ヵ月連続で超えている。 

 

■通貨安がインフレに拍車 

景気が持ち直すなかで、高インフレが続いている。

9 月の消費者物価指数は、台風の影響で野菜等の価

格が上昇したほか、石炭価格の高騰で電気料金等が

上昇し、前年同月比＋6.9％と 4年ぶりの高水準となっ

た。中央銀行が定めるインフレ目標の上限（前年比＋

4％）を 4月以降上回り続けている。 

また、米国の利上げによる資本流出圧力の高まり

に加え、フィリピンの貿易赤字拡大を背景に、通貨ペ

ソの対米ドルでの下落が続いている（右下図）。ペソ

安による輸入物価の上昇に加え、公共交通機関の運

賃値上げも 10 月から実施される等、今後、さらにイン

フレが加速する可能性が大きい。 

フィリピン中央銀行は、すでに今年 5 月から 9 月ま

での累計で 2.25％の利上げを実施している。高インフレが続くなかでは、今後も速いペースの利上げが実施さ

れる公算が大きく、この面から景気への下押し圧力が高まっていく見込みである。 
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